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■『MTOsub 設備』概要説明  ㈱図面ソフト 2025/08 

当システムでは主に以下の処理を行います。 

《処理内容》 

●Parts 設備.exe から出力された拾いデータを読込み集計/見積書データを作成 

●この画面でゼロから手入力で資材を入力し積算処理を行う 

入力資材は基本的に積算マニュアルまたは建設物価に準じた価格に沿って工事価格が表示されます。 

また資材の数量集計を目的としての拾いメニューのコードの場合、工事金額は表示されません。 

また工事現場での材料発注の為の資材集計の用途にも使用可能です。 

《運用用途》 

●工事金額の見積書の作成 

●積算資料としての数量積算データの作成 

●材料発注管理用のデータの作成 
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■拾い/集計/積算表示の切替 

画面処理データの表示内容を切り替え操作で集計/見積書の作成処理を行います。 

 

個数物拾いメニューで上のように２データを入力した状態で拾いデータが画面上に表示されています。 

ここで[表示切替]ボタンを押すと[集計データ]の表示に切り替わります。 

 

もう一度押すと[積算内訳鏡]の表示に切り替わります。 

 

もう一度押すと[積算詳細]の表示に切り替わります。 
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■CAD 拾いデータ読込/出力 

 

操作を行う場合は[表示切替]で[拾いデータ]の表示にしておきます。 

●Parts 設備.exe で作成した以下の図面の拾いデータを読込んでみます。 

 

[拾いデータ読込]ボタンで DuctSA.csv を指定します。 
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以下のように拾いデータが表示されます。 

 

[表示切替]ボタンを押して[集計データ]を表示してみます。 

 

この状態で[集計/積算データ書き出し]ボタンを押すと、以下のようにデータと同じ場所に DuctSA[集計].csv に

書き出されます。ファイル名称を指定する場合は[名前を付けて書き出し]ボタンで書きだします。 

 
見積書のデータを書き出すには、[表示切替]ボタンで見積書のデータを画面に表示させた状態で書き出します。 
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そのファイルを開くと以下のように出力されています。 

 

[拾いデータ保存]ボタンは MTOSub でゼロから手入力をした場合にその入力データを拾いデータとして保存す

る場合に使用します。その場合データは[*.dat]形式で保存されます。そのデータを拾いデータとして読み込む場

合は読み込む書式を[*.dat]を指定します。 
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●物件登録の方法 

[物件登録]で先に登録します。複数のファイルを読み込みデータに指定可能です。 

 

 

DuctSA_PIPEC.ppb で保存します。 
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次に登録されたデータを[物件読込]で読み込みます。 

この時画面は[拾いデータ]にしておきます。[全リスト表示]モードにして拾いデータを全て表示させます。 

 

 

[表示切替]で集計データを表示させますと。 
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[見積詳細]に表示を切り替えると以下のように表示されます。 
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■設定関連 

 

●初期設定 
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□棟区分を表示する 

物件登録で棟を設定した場合にそのデータを棟でグループごとにまとめる 

□拾いファイルごとに出力 

物件登録で指定したファイルのデータを個別ファイルでチェックしやすいように出力 

□積算用に実数の長さをふかす 

長物を拾った場合に端数の調整として加算する割合を指定する 

右の[率]にそのふかす割合を設定します。 

□撤去費で積算 

拾いデータを撤去工事として積算します。 

【全体の経費割合】 

積算書で全体の工事の経費を別途計上する場合に[率]を指定して算出します。 

□手入力データを使用する 

[価格マスター設備.csv]の価格を使用せずに手入力の価格を適用する場合に設定します。 

【労務費と経費率で複合単価を再計算】 

□以下の数値で再計算する 

・このチェックを付けない場合は、[価格マスター設備.csv]に設定されている複合単価、または[価格マスター

設備カスタマイズ.csv]でカスタマイズされた複合単価の値をそのまま使用します。 

積算実務マニュアルの複合単価を登録しておきその値をそのまま使用する場合に運用します。 

・チェックを付けた場合は、複合単価を以下の欄で指定された【その他経費率】と【労務費】の数値で再計算

します。 

[労務費初期化]各工事の１人工の労務費を 2024/8 月大分県の労務費で初期化します。参考にしてください。 

積算の方法を指定コンボボックス 

通常は[1.継手は集計しない(積算用)]を指定しますが資材発注用に細かく集計データを作成する場合は用途に応

じて他の設定を選択してください。 
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●積算書設定 
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●直管材質 

 

◇空調配管 

 

冷温水の場合の材質は以下のリストから選択します。 

 

継手の材質は、継手を資材発注の目的で使用する場合の継手単価を割り出す場合に使用されます。継手を集計

しない場合は無視してください。 
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◇衛生配管 

 

◇ダクト材質 
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◇詳細設定 

系統ごとの配管/ダクト/スパイラルの材質を施工場所ごとに設定できます。 

まず表示内容を[配管/ダクト/スパイラル]から選択します。 

次に設定したい系統をリスト選択します。 

すると選択された系統の各施工場所の材質が下の欄に表示されます。 

材質を変更したい場合は[施工場所]を選択します。全体を一括に指定したい場合は[**全区分一括**]を選択 

それから[配管材質]をリスト選択すれば変更できます。 
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●保温材質 

 

設定方法は直管材質の場合とほぼ同様です。 

◇保温：空調配管 
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◇保温：衛生配管 

◇保温：ダクト 
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◇保温：空調機器（現状は使用せず） 

 

◇保温：衛生機器（現状は使用せず） 

 

◇保温：弁類 

 

◇塗装全般 
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◇詳細設定 

 

現状【保温材質】【保温厚さ】【仕上げ/塗装】の欄は数量集計の際にに使用予定でしたが、現状は[複合単価算

出分類]モードしか対応していないので、この部分は使用しません。 
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●冷媒ｻｲｽﾞ 

冷媒配管サイズの記号に対する配管サイズの設定です。保温筒のサイズも設定します。 

 

●充填価格 冷媒充填費用の算出の際に使用される各サイズの 1m あたりの単価を設定します。 
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拾いデータの手作業での修正を行います。拾いデータが画面に表示されている状態にしておいてください。 

・全消去 

画面のデータを全てクリアします。 

・並び替え 

拾いデータを見やすいように並び替えます。 
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ここでは、手入力拾いを行います。 

手順はまず拾い項目をリスト選択し➡サイズを設定➡[追加]ボタンを押して画面入力します。 

[上書き]ボタンは選択されている拾いのリストの上に上書きで入力する場合に使用します。 
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◇インデックスの内容 

コード番号 1～1000 [積算実務マニュアル]の項目 

コード番号 1000～1299 ダクト数量拾い用の項目（価格は計算されません） 

コード番号 1300～1999 配管数量拾い用の項目（価格は計算されません） 

コード番号 2000～4063[建設物価]の項目 

コード番号 4064～4182[積算実務マニュアル]の追加部分項目 
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◇数量拾い項目の入力手順 

 

数量拾い項目は価格が出ません。 

 

◇一般[積算実務マニュアル]の項目の入力手順 
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●画面処理データ 

ここでは、[拾いデータ][集計データ][積算鏡データ][積算詳細データ]を表示します。 

 

・[拾いデータ]モードの場合以下の項目が入力されていたとします。 

その１行目のデータが選択されると[⑦選択画面処理データの内容表示][⑧選択/入力データ属性]にその属性等

が表示されます。その各項目を修正することで内容を編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

・[積算詳細]モードの場合 

同様に選択リストの内容が以下の欄に表示されます。数値を変更し一時的に修正可能です。 

 
 

 

ここには[画面処理データ]の項目をリスト選択した際に、その項目の内容が表示されます。その項目の内容を手

入力で修正できます。 
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●価格マスターの確認と価格変更の方法 

[マスター確認]では価格の計算の根拠となる[価格マスター]の内容を参照できます。 

 

           ⇓ 

 

この状態でマスター内のコードおよびサイズを変更したい場合は 

[対象項目リスト]および[サイズリスト]を選択してから[この項目とサイズで確定]ボタンを押します。 

右の欄には、対象項目と類似する項目リストが表示されますので、そちらから内容を変更することもできま

す。 

例えば項目が同じでサイズに 100A を選択し[この項目とサイズで確定]ボタンを押してみます。 

以下のように変更されます。 
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●価格の手動登録の方法 

[手動登録]では価格の手入力による一時的な登録ができます。 

以下のように対象となる拾いデータをリスト選択します。 

次に[登録]ボタンを押します。 

そこで[手入力単価の登録]のダイアログが表示されますので、[今回は材料単価を登録]にして 

材料単価を[2470]から 3470 変更し[OK]を押します。 

 

⇓ 

 

次に[手動登録]の内容を呼出して見ます。 

[呼出]ボタンを押します。 
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●長物入力メニュー 

配管ダクトの直管の入力をします。その場合直管の他に保温および塗装も合わせて入力できます。 

保温塗装および直管の材質は[用途区分][施工区分(保温区分)]によって決定されます。 

その材質は[直管材質][保温材質]で設定しておきます。 

まず①用途に[SA:空調 SA]を選択してみます。 

 

[直管追加]ボタンで入力してみます。 

 

 

積算項目の指定 

積算項目の設定部分で[用途から自動設定]を設定すると、自動的に積算項目が割り振られます。 

手動設定する場合はそれを選択せずに積算項目リストを選択します。 

[2200]◇換気設備 のように先頭に◇のある大項目の部分はせんたくしないでください。 

 

 


